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新領域基盤系の深宇宙探査学主なメンバー	

•  基幹：杉田精司（比較惑星）	
  
•  基幹：田近英一（惑星システム）	
  
•  基幹：関根康人（比較惑星）	
  
•  兼坦：宮本英昭（惑星地質）	
  
•  連携：田中　 智（惑星地震・熱）	
  
•  連携：坂井真一郎（探査機シス
テム・制御） 	
  

• 基幹：鈴木宏二郎（再突入）	
  
• 基幹：小紫公也 (推進系)	
  

• 基幹：武田展雄（複合材）	

• 基幹：藤本博志（電気自動車）	
  
• 連携：藤田和央（再突入）	
  
• 連携：川勝康弘（ミッションデザイ
ン） 　	
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新領域創成科学研究科の組織	


　　 

► 物質系専攻　　　　　　	
 	
（工学系） 
► 先端エネルギー工学専攻 	
（工学系） 
► 複雑理工学専攻 	
 	
（工学系、理学系、情報理工） 

　　 

► 先端生命科学専攻 	
 	
（理学系、農学生命系、薬学系） 
► メディカルゲノム専攻   （工学系、医科研）	


生命科学研究系  

環境学研究系  

情報生命科学専攻  

基盤科学研究系  

　　 

► 自然環境学専攻 	
 	
（理学系、農学生命系） 
► 海洋技術環境学専攻	
 	
（工学系） 
► 環境システム学専攻 	
 	
（工学系） 
► 人間環境学専攻 	
 	
（工学系） 
► 社会文化環境学専攻	
 	
（工学系、人文社会系） 
► 国際協力学専攻 	
 	
（工学系、総合文化） 
► サステイナビリティ学教育プログラム	


（理学系）	
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1998.4  研究科の設置（教授3人、助教授3人） 
1999.4  学生受け入れ開始 
  （教授76人、助教授57人、専任講師2人、修士新入生267名） 

2001.3  １期生の修士課程修了 
2003.4  情報生命科学専攻の新設（バイオインフォマティクス） 
2004.3  １期生の博士課程修了 
2004.4  メディカルゲノム専攻の新設	

2004.10 健康スポーツ科学研究センター設置	

2006.4  全専攻が柏キャンパスに移転、環境学研究系が５専攻化 

 （教授82人、助教授62人、専任講師5人、修士887人、博士434人） 
2008.4　 海洋技術環境学専攻、オーミクス情報センター設置	

　　　　　　 基盤情報学専攻が工学系研究科へ移転 
  （教授82人、助教授62人、専任講師5人、修士887人、博士434人） 

2009.4　 バイオイメージングセンター設置	


新領域創成科学研究科のこれまで	
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東大の三極構造と、研究科の理念	


研究科の理念： 

 知の冒険　失敗を恐れずに知的な冒険により、新たな学問を開拓する 

 学融合    学問分野の融合により、新たな学問を創出する	
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キャンパス計画概要より	


未来を切り開く教育研究の新たな拠
点として、成熟度の異なる ディシプリ
ンの融合による大学院教育と研究を
行い、知の冒険を試み、新しい学問
領域の創造を目指します。	


全学の学部前期教育を受けもつ
ほか、異なるディシプリンの相互
作用や社会との交流を基本として、
学部後期課程、大学院にも及ぶ
学際的な教育と研究を行います。 	


三極構造の重心をなすキャ
ンパスとして、伝統的なディ
シプリン を基礎とし、学部後
期課程から大学院に及ぶ教
育と研究を行います。 	


柏	


本郷	
駒場	


新しい学問領域	

の創成	


伝統的	

学問分野	


学際的	

学問分野	




Innovative Recognition:  
Measurement, Analysis, Simulation  

Novel  
Scientific 
Concepts 

■各専攻の副プログラムとし
て位置づけ、他専攻・他系・
他研究科インターンシップを
導入 

■分野を俯瞰、統合でき、
新分野を開拓できる視野
の広い人材の育成	


■学内、学外、海外共同
研究参加による競争・協
調能力アップ	


■計測、解析、シミュレーショ
ン技術を駆使した、新しい概
念描画ができる人材の育成	


■基幹教員・外国人客員教
員・外部教育研究機関研究
者による短期集中型の講
義を提供	


■単位互換性制度を利
用し、講義を他大学にも
広く提供	


先端エネルギー
工学専攻	


複雑理工学	

専攻	


物質系専攻	


「多次元画像科学分野 」	

各種先端光源と、空間・時間情報検出のた
めのイメージング技術、新規計測手法の開
発、および空間・時間情報抽出処理技術に

関する学術研究と人材育成  	

「情報認知機構分野」	


データ次元圧縮や特徴抽出技術、情報を
認知し概念化する機構の科学的解明、認
知しやすい情報可視化技術の三分野を融

合した学術研究と人材育成  	


「融合デザイン分野」	

マルチスケール、マルチフィジックス大規
模シミュレーションの先鋭化と、実験系と融
合し問題解決への過程をデザインしていく
方法論に関する学術研究と人材育成  	


Energy 

Material 

Life 

基盤科学領域創成研究教育プログラム	

Education Program for Creativity in Transdisciplinary Sciences(CRETS)"CRETS"

Established in 2009"
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惑星科学における大学の役割	


•  惑星探査データの高次理解の推進	
  
– 新しい惑星観・太陽系観の創出	
  
– 新しい探査課題の発見	
  

•  搭載装置などの基礎開発	
  
– ポスト冒険時代の惑星探査のための精密測器開発	
  

•  次世代の人材の育成	
  
– 計測器開発の人材育成が圧倒的に足りない。	
  
– 学生を労働力や技官として使い潰さない教育技術。	




日本の固体惑星科学界の弱点	


•  衛星搭載機器開発拠点が育たっていない。	
  
– 海外探査に招待される機器がほとんどない。	
  
– 海外計画と競争できる魅力的な計画を立案できない。	
  

•  MELOS計画で実感。。。	
  

– 大学・宇宙研間での人材交流の停滞	
  

•  機器開発拠点を宇宙研外に複数持つことが重要	
  
– 同じ地球物理学分野でも、ＳＴＰコミュニティーには一日
の長がある。	
  



宇宙工学研究者との交流	

•  宇宙工学研究者は先進的な惑星探査を熱望。	
  

– 地球周り衛星技術は、良くも悪くも枯れつつある。	
  
– 胸躍る技術開発は、惑星探査にこそあると思っている。	
  

•  宇宙工学研究者は惑星科学をよく知らない。	
  
– 誤解の一因に。だが、非常に深い興味は持っている。	
  
– 勉強機会がないだけ。講義受講などは大変熱心。	
  



工学研究者との連携	


•  ハイブリッド技術集積の必要性	
  
– 宇宙探査、特に惑星探査は、さまざまな分野の
先端技術の集積が必要。	
  

– 理学研究者が嫌いがちな仕事をやりたい工学研
究者は意外と多い。	
  

• 例：非常にノイズの多いデータからシグナルを発掘す
るアルゴリズム開発。	
  

•  大学へのメリット	
  
– 異分野交流は、蛸壺アカデミア打破の起爆剤に。	
  
– 「宇宙の研究をしています」と言いたい人は、意外
と多い。	
  



東大新領域の新宇宙探査学ネットワーク	


•  理工連携のプラットフォームを提供する。	
  
– 研究者間連携（新領域では理、工など学融合が強く推
奨されているため、異分野交流の拒否反応が小さい）	
  

– 学生教育（新領域はカリキュラムが柔軟）	
  
•  H２４冬学期から、理工連携を実践した 「深宇宙探査学入門」
を開講 	
  

•  惑星探査創出に繋がる機器を開発する。	
  
– LIBS,	
  K-­‐Ar年代計測装置	
  ←	
  はやぶさ２開発経験を継承	
  
– FS	
  flyer,	
  電気自動車	
  

•  ＳＴＰ分野との連携を図る。	




理工連携での人材育成と基礎開発	


教
育
体

制	


人材へのニーズ拡大に応える	

民間 
ロケット	


小型
衛星	


新領域創成科学研究科：基盤科学研究系 
　（先端エネルギー工学専攻、複雑理工学専攻、物質系専攻）、 
生命科学研究系、環境学研究系、他部局（理学系、工学系等） 

多分野統合	




まとめと展望	


•  搭載装置基礎開発拠点の充実は固体惑星探査の
充実にとって本質的に重要。	
  

•  惑星探査は理工融合の非常に良いテーマ。	
  
– 惑星探査は、異分野融合を本質的に必要としている。	
  
– 興味を持つ学生も研究者も多い。	
  
– 多くの大学に適応可能なモデル。	
  

•  東大・新領域では、理工連携の枠組みで惑星探査
のための基礎技術、科学計測機器、探査コンセプ
トの開発拠点を立ち上げつつある。	
  


